
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》 

 

＊科目 No． 1806 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 広島修道大学 
科目開講 

キャンパ

ス 
本学 

2．科 目 名 

正式科目名 

入門特殊講義（災害史） 

クラス名  

副題 
配当年次 1・2・3・4  

受入学年 2・3・4  

旧科目名  

学問分野 番号 ４３ 名称 環境 

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 宮川 卓也 

4．単 位 数     2 単位 5．開講学期 前期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2019 年 4 月 11 日（木）～ 2019 年 8 月 1 日（木） 

木曜日 13：05  ～ 14：35    

  個別開講日 

1 回目 4/11 2 回目  4/18 3 回目  4/25 4 回目  5/ 9 5 回目  5/16 6 回目  5/23 

7 回目 5/30 8 回目  6/ 6 9 回目  6/13 10 回目 6/20 11 回目 6/27  12 回目 7/ 4 

13 回  7/11 14 回目 7/18 15 回目 7/25 16 回目  /   試験日  8/1 

7.基礎知識の有無  2.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

     ５人 

（ １００人） 

9.定員超過時の 

選考方法 
書類審査 

10．科目内容・ 

  授業計画 

近年、世界各地で大規模な自然災害が多発し、日本でも災害への関心が年々高

まっている。2018 年の日本に限っても、地震や台風、洪水による大被害は記

憶に新しく、広島でも多くの人々が苦しめられた。災害への関心と危機意識が

否応なく高まる中、今後も発生するであろう大災害に対してどう備え、どう対

応すべきなのか。そのヒントを歴史から得ようとする動きが活発になってい

る。過去のさまざまな災害（地震・水災・飢饉など）を古文献から掘り起

こし、先人たちの経験や思想を読み取り、学ぼうとする動きである。本講

義は主に日本における災害事例をもとに、災害は(日本)社会に何をもたら

したのか、人々は災害にどう向き合ってきたのか、災害と人間・社会の関

係、災害に対する考え方の特質や変遷について考えたい。 

1 イントロ：災害とは何か、過去に何を学ぶのか 

2-4 現代の災害と日本社会 

5-7 古代・中世の災害 

8-11 近世の災害 

12-15 近代の災害と社会 

11．試験・評価方法 レポート(50%)と期末試験(50%)で評価する。レポート課題は講義で指示する。 

12．別途負担費用  

13．その他特記事項 
講義計画は受講生の反応や理解度などを勘案して変更することがある。 

受講生は大人の分別をもって講義に臨むこと。 

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 
 


